



































































1 対象児 :Aさん(女児) (以下 Aと略す)。支援開始時 4歳 Oか月 O
2. 生育歴:出生時の新生児仮死により低酸素性虚血性脳症と診断される。生後 1



















































3ヶ月に 1回程度のベースで Aの自宅にて①期間:2011年 1月'"'-'2013年 12月、
13回の係わりを行った。係わり手は筆者(以下 T1)及び同行している支援者(T2)である O










































84では、 Aの右側にパソコンを提示し、 A とパソコンの中間にスライドスイッチを
提示した。スライドスイッチはフレキシブノレスイッチと異なりある一定の方向への動
きでしか入力されないため、勢いよく挙上するような動きだけでは入力につながらず、




































86では、ボックス型の椅子に Aを座らせ 81同様 T2が後ろから支える方法で体を
起こした姿勢を設定した o Aは足を閉じており、足の裏は床面につく程度の高さであ
るが、足先を伸ばし、床を踏みしめてはいない o T2は両太腿で A の足を挟むように











ら左へとスライドさせることができた(図 4)。 図 4椅子座位で体を起こした姿勢
T1は A の右肘が落ち込んで肩からの右腕の動きが出にくくならないように下から
支えているだけであり、左右方向への動きを阻害したり、運動方向へ力を加えたりす
ることは行っていない D パソコン上で画像が完成し、音楽が流れると、 T2の左手に持










86において、 Aは椅子座位で後ろから Aの右脇を支えている T1の腕および T1の
体全体にもたれかかるように体幹が後傾している o 椅子座位姿勢をとって十数分経っ
ているためか、骨盤も後傾し、頭部も後ろにもたれかかるように T1の右腕あたりに
当てている o T1は出来るだけ頭部が垂直位を保つようその右腕を前方に動かし、 Aの
姿勢を調整している o Aの両腕は力が抜けた状態で両脇に降りている。足は床への踏
みしめはなく つま先だけがついているような状態である o T2が直径 10センチ程度
の丸(円形:以下Oと記す)の型穴を机の上に提示し、その後Oの型板を Aの右側から
提示する o Aは型穴、その後型板と視線を向ける O 型板の端(円周部分)を Aの右の掌
に当て、 T2が「丸だよー」と言いながら型板を回すと、 Aはじっと右手と型板の動き
を注視している O 一旦、 T2が型板を型穴に入れる様子を見せた後、宙に浮いた A の
右手のところまで型板を持ちあげ、僅かに左方向に型板をずらすことで型はめが成立








体幹は大きくのけぞるように倒れた。 図 5 椅子座位での型はめの操作
88では椅子座位で T2に後ろから支えられた体を起こした姿勢で、電池挿しの課題

















がうまく伸びない o T2が「がんばれ、 Aちゃん、もう少し」と言葉がけすると、 Aは
一旦頭を起こし、右を向くような動きのあと、大きく左を向きながら左方向に倒した。
































































れる」ことを通してのやりとりを「対話J として論じている o Aによる課題における









図を分かりやすく伝える工夫を行った D 一方で、 Aの微細な操作行動の始まりを Aと
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